
  
impact factor 

 
impact factor 

 
impact factor 

 
impact factor 

 impact factor 

1996 15 0 15 7 10.03 0 10.03 0.67

1997 10 6 22 16 22.9 26.8 49.7 2.26

1998 8 6 16 14 15.02 16.76 31.78 1.99

1999 8 7 15 14 6.05 26.91 32.96 2.2

2000 7 5 12 9 8.41 6.53 14.94 1.24

2001 13 6 19 13 11.16 13.75 24.91 1.31

2002 23 7 30 22 30.21 4.23 34.44 1.15

2003 22 10 32 29 28.52 26.99 55.51 1.73

2004 36 5 41 33 45.85 15.23 61.08 1.49

2005 33 5 38 35 45.95 14.9 60.85 1.6

2006 30 4 34 34 71.36 4.85 76.21 2.24

2007 32 2 34 32 102.36 3.85 106.21 3.12

2008 30 3 33 29 62.3 2.41 64.71 2.15

2009 26 4 30 28 56.65 9.68 66.35 2.37

2010 13 3 16 12 26.72 6.71 33.43 2.79

2011 26 3 29 17 38.29 4.24 42.53 2.5

2012 22 10 32 27 37.69 52.722 90.412 3.35

2013 32 11 43 39 71.683 50.502 122.185 3.13

2014 31 3 34 32 95.28 3.29 98.57 3.08

2015 26 3 29 28 80.35 3.95 84.3 3.01

2016 38 7 45 44 125.895 35.497 161.392 3.67

2017 32 26 58 55 84.937 86.016 170.953 3.11

2018 34 30 64 58 93.615 110.329 203.944 3.516

2019 52 43 95 84 135.429 136.88 272.309 3.242

2020 75 32 107 100 244.072 120.355 364.427 3.644

2021 82 24 106 103 385.352 176.145 561.497 5.450

2022 56 30 86 84 243.461 131.232 374.693 4.460

2022 12  

96 97 98 99 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

52 65 55 42 54 78 52 60 84 66 55 39 39 22 39 15 31 37 20 34 24 33 24 30 35 29 20
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東京, 2022, 1.

4. 後藤 晃紀, 渡邉 純, 諏訪 雄亮, 中川 和也, 諏訪 宏和, 石部 敦士, 大田 貢由, 藤井 正一, 國崎 主税, 遠藤 格：大腸癌に対する単孔
式と多孔式腹腔鏡下大腸切除術のランダム化比較試験の長期成績. 9th Reduced Port Surgery Forum in Okinawa（一般演題）
（オンデマンド開催）, 2022, 2.

5. 諏訪 雄亮, Patel R, Kinross J, Von Room A, Singh H, Leff DR, 中川 和也, 小澤 真由美, 渡邉 純, 石部 敦士, 國崎 主税, 遠藤
格, Darzi A：経頭蓋直流刺激（tDCS）が手術ロボットでの縫合手技を向上するか. 第14回日本ロボット外科学会学術集会（一般演
題）（WEB開催）, 2022, 2.

6. 市川 靖史：神経内分泌腫瘍からみた新しいがん治療の方法. 第157回神奈川県臨床外科医学会（特別講演）（WEB開催）, 2022, 2.
7. 根岸 大貴, 中川 和也, 木下 颯花, 大矢 浩貴, 笠原 康平, 小澤 真由美, 石部 敦士, 小坂 隆司, 秋山 浩利, 遠藤 格：回腸憩室穿通に

よる膿瘍形成に対して手術を施行した 1例. 第157回神奈川県臨床外科医学会（一般演題）（WEB開催）, 2022, 2.
8. 渡邉 純, 白数 洋充, 池永 雅一, 能浦 真吾, 山口 達郎, 塩澤 学, 賀川 義規, 後藤 昌弘, 山田 誠, Aleshin Alexey, 由上 博喜, 三島

沙織, 安藤 幸滋, 浜部 敦史, 三代 雅明, 衣斐 寛倫, 小谷 大輔, 中村 能章, 谷口 浩也, 吉野 孝之：Circulating tumor DNA dy-
namics by adjuvant chemotherapy for resected colorectal cancer：CIRCULATE-Japan update. 第19回日本臨床腫瘍学
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会学術集会（一般演題）（ハイブリッド開催）, 京都, 2022, 2. 
9. 山田 顕光：変遷する乳がん診療のupdate. 第22回乳がん検診症例検討会（学術講演）（WEB開催）, 2022, 2. 

10. 小坂 隆司, 笠原 康平, 秋山 浩利, 近藤 裕樹, 土屋 伸広, 佐藤 渉, 佐藤 勉, 田中 優作, 佐藤 圭, 小野 秀高, 國崎 主税, 遠藤 格：
局所進行胃癌患者に対する術前Docetaxel+Cisplatin+S-1 併用化学療法の有効性. 第54回制癌剤適応研究会（ポスター発表）
（WEB開催）, 2022, 2. 

11. 佐藤 渉, 國崎 主税, 近藤 裕樹, 長澤 伸介, 土屋 伸広, 渡邉 純, 佐藤 勉, 武田 和永, 笠原 康平, 小坂 隆司, 秋山 浩利, 遠藤 格：当
院における進行・再発食道扁平上皮癌に対するNivolumab療法の治療成績. 第54回制癌剤適応研究会（ポスター発表）（WEB開催）, 
2022, 2. 

12. 諏訪 雄亮, 渡邉 純, 後藤 晃紀, 佐藤 純人, 諏訪 宏和, 石部 敦士, 菅野 伸洋, 熊本 宜文, 武田 和永, 佐藤 勉, 國崎 主税, 遠藤 
格：BRAF V600E変異陽性大腸がんに対するBRAF阻害剤の有用性及び安全性. 第54回制癌剤適応研究会（主題関連口演）（WEB開
催）, 2022, 2. 

13. 遠藤 格：膵がん化学療法最前線. 第54回制癌剤適応研究会（特別発言）（WEB開催）, 2022, 2. 
14. 菊地 祐太郎, 武田 和永, 熊本 宜文, 佐藤 純人, 菅野 伸洋, 渡邉 純, 佐藤 勉, 國崎 主税, 遠藤 格：予後規定因子からみた大腸癌肝

転移治癒切除後の補助化学療法有効症例の検討. 第54回制癌剤適応研究会（シンポジウム）（WEB開催）, 2022, 2. 
15. 髙橋 智昭, 藪下 泰宏, 松木 裕輝, 清水 康博, 三宅 謙太郎, 澤田 雄, 本間 祐樹, 松山 隆生, 遠藤 格：切除不能胆道癌に対する長期

化学療法後Conversion surgeryの治療成績. 第54回制癌剤適応研究会（シンポジウム）（WEB開催）, 2022, 2. 
16. 遠藤 格：DICを併発した消化管穿孔性腹膜炎における持続的血液濾過透析治療下でのトロンボモジュリアンアルファ投与の有用性. 第

58回日本腹部救急医学会総会（司会）, 東京, 2022, 3. 
17. 遠藤 格：肝臓 2. 第58回日本腹部救急医学会総会（コメンテーター）, 東京, 2022, 3. 
18. 木村 英明, 荒木 謙太郎, 布施 匡啓, 鳥谷 建一郎, 国崎 玲子, 遠藤 格：炎症性腸疾患の現状. 第58回日本腹部救急医学会総会（認定

医制度セミナー）, 東京, 2022, 3. 
19. 本間 祐樹：ナラティブと共約. 第58回日本腹部救急医学会総会（特別演題）, 東京, 2022, 3. 
20. 竹之内 晶, 三宅 謙太郎, 松山 隆生, 本間 実, 工藤 孝迪, 松木 裕輝, 髙橋 智昭, 清水 康博, 藪下 泰宏, 澤田 雄, 本間 祐樹, 遠藤

格：膵切除術後腹腔内出血に対する治療経験. 第58回日本腹部救急医学会総会（シンポジウム）, 東京, 2022, 3. 
21. 本間 祐樹：肝・胆・膵 1. 第863回外科集談会（座長）（WEB開催）, 2022, 3. 
22. 下澤 元晴, 澤田 雄, 河内 大倫, 工藤 孝迪, 松木 裕輝, 高橋 智昭, 清水 康博, 三宅 謙太郎, 藪下 泰宏, 本間 祐樹, 松山 隆生, 遠藤

格：フォンタン循環に伴う肝細胞癌に対し集学的治療を行った1例. 第863回外科集談会（一般演題）（WEB開催）, 2022, 3. 
23. 國崎 主税：消化器系統を対象とした器官再生研究. 第94回日本胃癌学会総会（座長）（ハイブリッド開催）, 横浜, 2022, 3. 
24. 國崎 主税：私の胃癌研究の歩み. 第94回日本胃癌学会総会（会長講演）（ハイブリッド開催）, 横浜, 2022, 3. 
25. 國崎 主税：理事長を退任するにあたって 胃癌学会の課題. 第94回日本胃癌学会総会（座長）（ハイブリッド開催）, 横浜, 2022, 3. 
26. 國崎 主税：がんゲノム医療の光と影. 第94回日本胃癌学会総会（座長）（ハイブリッド開催）, 横浜, 2022, 3. 
27. Akiyama H：Conversion surgery. 第94回日本胃癌学会総会（座長）（ハイブリッド開催）, 横浜, 2022, 3. 
28. Kosaka T, Akiyama H, Kasahara K, Tamura Y, Ishibe A, Kondo Y, Sato S, Tanaka Y, Sato K, Sato T, Kunisaki C, Endo 

I：Risk factor of anastomotic leakage after surgery for Siewert type Ⅱ esophagogastric cancer. 第94回日本胃癌学会
総会（一般演題）（ハイブリッド開催）, 横浜, 2022, 3. 

29. 小坂 隆司：化学療法 3. 第94回日本胃癌学会総会（座長）（ハイブリッド開催）, 横浜, 2022, 3. 
30. Sato S, Kunisaki C, Konodo H, Nagasawa S, Tsuchiya N, Sato T, Tanaka Y, Takahashi M, Sato K, Kimura J, Ono H, 

Makino H, Tamura Y, Kasahara K, Kosaka T, Akiyama H, Endo I：Prophylactic splenectomy for advanced upper third 
gastric cancer invading greater curvature. 第94回日本胃癌学会総会（パネルディスカッション）（ハイブリッド開催）, 横浜, 
2022, 3. 

31. 佐藤 渉, 國崎 主税, 近藤 裕樹, 森田 順也, 長澤 伸介, 土屋 伸広, 佐藤 勉, 小坂 隆司, 秋山 浩利, 遠藤 格：超高齢者進行上部胃癌
に対して噴門側胃切除を施行した 1例. 第94回日本胃癌学会総会（Virtual Cancer Board）（ハイブリッド開催）, 横浜, 2022, 3. 

32. 土屋 伸広, 國崎 主税, 近藤 裕樹, 佐藤 渉, 長澤 伸介, 佐藤 勉, 小坂 隆司, 秋山 浩利, 遠藤 格：Prognostic factors affecting 
short and long term outcomes for gastric cancer in elderly patients. 第94回日本胃癌学会総会（一般演題）（ハイブリッド開
催）, 横浜, 2022, 3. 

33. 笠原 康平, 小坂 隆司, 秋山 浩利, 田中 優作, 田村 裕子, 石部 敦士, 近藤 裕樹, 土屋 伸広, 佐藤 渉, 佐藤 圭, 小野 秀高, 佐藤 勉, 
國崎 主税, 遠藤 格：局所進行胃癌患者に対する術前Docetaxel＋Cisplatin＋S-1併用化学療法の有効性. 第94回日本胃癌学会総会
（ポスター発表）（ハイブリッド開催）, 横浜, 2022, 3. 

34. Kondo H, Sato S, Kunisaki C, Sugiyama A, Fuse M, Morita J, Nagasawa S, Tsuchiya N, Watanabe J, Sato T, Takeda K, 
Sato C, Hirasawa K, Kosaka T, Akiyama H, Endo I：Outcome of various type of laparoscopy and endoscopy coopera-
tive surgery. 第94回日本胃癌学会総会（ワークショップ）（ハイブリッド開催）, 横浜, 2022, 3. 

35. 遠藤 格：転移性肝癌の総合的治療戦略（分子標的、分子マーカーなど含む）. 第122回日本外科学会定期学術集会（司会）（ハイブ
リッド開催）, 熊本, 2022, 4. 

36. 遠藤 格：会頭企画 知っておきたい外科学の最新トピックス【胆膵】＜日本消化器外科学会＞. 第122回日本外科学会定期学術集会
（司会）（ハイブリッド開催）, 熊本, 2022, 4. 

37. 遠藤 格：周術期合併症を乗り切ろう ～シンバイオティクスへの期待～. 第122回日本外科学会定期学術集会（ランチョンセミナー）
（ハイブリッド開催）, 熊本, 2022, 4. 
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38. 國崎 主税：経口摂取不能上部消化管癌に対し外科医は何ができるのか ? 第122回日本外科学会定期学術集会（司会）（ハイブリッド
開催）, 熊本, 2022, 4.

39. 秋山 浩利, 小坂 隆司, 小澤 真由美, 笠原 康平, 石部 敦士, 渡邉 純, 熊本 宜文, 松山 隆生, 國崎 主税, 遠藤 格：本学における外科
志望者増加のための取り組み. 第122回日本外科学会定期学術集会（特別企画）（ハイブリッド開催）, 熊本, 2022, 4.

40. 秋山 浩利：胃－手術成績. 第122回日本外科学会定期学術集会（司会）（ハイブリッド開催）, 熊本, 2022, 4.
41. 木村 英明, 荒木 謙太郎, 大坊 侑, 鳥谷 建一郎, 国崎 玲子, 辰巳 健志, 小金井 一隆, 杉田 昭, 遠藤 格：クローン病腸管手術例の現

状と課題. 第122回日本外科学会定期学術集会（サージカルフォーラム）（ハイブリッド開催）, 熊本, 2022, 4.
42. 武田 和永, 菊地 祐太郎, 澤田 雄, 藪下 泰宏, 本間 祐樹, 渡邉 純, 熊本 宜文, 菅野 伸洋, 佐藤 勉, 松山 隆生, 國崎 主税, 遠藤

格：切除可能大腸癌肝転移に対する周術期化学療法の有用性－予後規定因子からみた有効症例の検討. 第122回日本外科学会定期学術
集会（ポスター発表）（ハイブリッド開催）, 熊本, 2022, 4.

43. 松山 隆生, 藪下 泰宏, 三宅 謙太郎, 清水 康博, 髙橋 智昭, 澤田 雄, 本間 祐樹, 熊本 宜文, 遠藤 格：肝門部領域胆管癌手術におけ
る術前および術中の胆汁培養検査の意義について. 第122回日本外科学会定期学術集会（サージカルフォーラム）（ハイブリッド開
催）, 熊本, 2022, 4.

44. 熊本 宜文, 武田 和永, 澤田 雄, 本間 祐樹, 菅野 伸洋, 渡邉 純, 松山 隆生, 佐藤 勉, 國崎 主税, 遠藤 格：肝細胞癌肝切除症例に対
するFDG-PETの有用性. 第122回日本外科学会定期学術集会（ポスター発表）（ハイブリッド開催）, 熊本, 2022, 4.

45. 小坂 隆司, 笠原 康平, 田村 裕子, 秋山 浩利, 近藤 裕樹, 土屋 伸広, 佐藤 渉, 田中 優作, 佐藤 圭, 佐藤 勉, 國崎 主税, 遠藤 格：
腹腔鏡補助下幽門輪温存胃切除術後の栄養状態に関する検討. 第122回日本外科学会定期学術集会（ワークショップ）（ハイブリッド
開催）, 熊本, 2022, 4.

46. 成井 一隆, 佐武 利彦, 山本 晋也, 武藤 真由, 和田 朋子, 清水 亜希子, 角田 祐衣, 足立 祥子, 山田 顕光, 鈴木 千穂, 押 正徳, 木村
安希, 田辺 美樹子, 石川 孝, 遠藤 格：内視鏡補助下皮膚/乳頭温存乳房全切除と遊離脂肪移植による一次再建. 第122回日本外科学
会定期学術集会（サージカルフォーラム）（ハイブリッド開催）, 熊本, 2022, 4.

47. 石部 敦士, 渡邉 純, 後藤 晃紀, 鈴木 紳祐, 諏訪 雄亮, 中川 和也, 小澤 真由美, 諏訪 宏和, 樅山 将士, 小坂 隆司, 秋山 浩利, 遠藤
格：ロボット支援下腹腔鏡下直腸癌手術の手術手技と短期成績の検討. 第122回日本外科学会定期学術集会（サージカルフォーラム）
（ハイブリッド開催）, 熊本, 2022, 4.

48. 渡邉 純：エビデンスから考察する大腸がん手術. 第122回日本外科学会定期学術集会（ランチョンセミナー）（ハイブリッド開催）,
熊本, 2022, 4.

49. 渡邉 純, 大矢 浩貴, 後藤 晃紀, 諏訪 雄亮, 中川 和也, 諏訪 宏和, 小澤 真由美, 佐藤 純人, 石部 敦士, 菅野 伸洋, 佐藤 勉, 武田
和永, 國崎 主税, 遠藤 格：局所進行下部直腸癌に対する近赤外光観察併用腹腔鏡下側方郭清の短期・中期成績. 第122回日本外科学
会定期学術集会（パネルディスカッション）（ハイブリッド開催）, 熊本, 2022, 4.

50. 山田 顕光, 木村 安希, 押 正徳, 清水 亜希子, 足立 祥子, 和田 朋子, 山本 晋也, 成井 一隆, 市川 靖史, 石川 孝, 遠藤 格：トリプル
ネガティブ乳癌におけるHER2蛋白発現の意義の検討. 第122回日本外科学会定期学術集会（サージカルフォーラム）（ハイブリッド
開催）, 熊本, 2022, 4.

51. 山本 晋也, 千島 隆司, 柴田 侑華子, 井上 栞, 原田 郁, 竹内 英樹, 清水 亜希子, 足立 祥子, 和田 朋子, 成井 一隆, 押 正徳, 山田
顕光, 遠藤 格：Luminal乳癌NAC後のbiological featureによる再発リスクの層別化に関する検討. 第122回日本外科学会定期学術
集会（ポスター発表）（ハイブリッド開催）, 熊本, 2022, 4.

52. 中川 和也, 石部 敦士, 大矢 浩貴, 後藤 晃紀, 諏訪 雄亮, 小澤 真由美, 諏訪 宏和, 渡邉 純, 小坂 隆司, 秋山 浩利, 遠藤 格：大腸癌
切除症例におけるDダイマーの予後予測因子としての有用性. 第122回日本外科学会定期学術集会（ポスター発表）（ハイブリッド開
催）, 熊本, 2022, 4.

53. 藪下 泰宏, 松山 隆生, 髙橋 智昭, 清水 康博, 三宅 謙太郎, 澤田 雄, 本間 祐樹, 熊本 宜文, 武田 和永, 遠藤 格：肝門部領域胆管癌
に対する血管合併切除再建術の意義. 第122回日本外科学会定期学術集会（シンポジウム）（ハイブリッド開催）, 熊本, 2022, 4.

54. 佐藤 渉, 國崎 主税, 杉山 敦彦, 森田 順也, 近藤 裕樹, 長澤 伸介, 土屋 伸広, 渡邉 純, 佐藤 勉, 武田 和永, 田村 裕子, 笠原 康平,
小坂 隆司, 秋山 浩利, 遠藤 格：進行再発胃癌に対するNivolumab療法の治療成績と予後予測因子. 第122回日本外科学会定期学術
集会（サージカルフォーラム）（ハイブリッド開催）, 熊本, 2022, 4.

55. 三宅 謙太郎, 松山 隆生, 本間 実, 竹之内 晶, 工藤 孝迪, 松木 裕輝, 髙橋 智昭, 清水 康博, 藪下 泰宏, 澤田 雄, 本間 祐樹, 遠藤
格：切除可能境界膵癌切除例における早期再発予測因子. 第122回日本外科学会定期学術集会（サージカルフォーラム）（ハイブリッ
ド開催）, 熊本, 2022, 4.

56. 諏訪 雄亮, 渡邉 純, 後藤 晃紀, 中川 和也, 佐藤 純人, 小澤 真由美, 諏訪 宏和, 石部 敦士, 菅野 伸洋, 熊本 宜文, 佐藤 勉, 武田
和永, 國崎 主税, 遠藤 格：局所進行直腸癌に対する術前放射線治療±全身化学療法の短期成績. 第122回日本外科学会定期学術集会
（ポスター発表）（ハイブリッド開催）, 熊本, 2022, 4.

57. 後藤 晃紀, 渡邉 純, 諏訪 雄亮, 中川 和也, 諏訪 宏和, 佐藤 純人, 小澤 真由美, 石部 敦士, 菅野 伸洋, 佐藤 勉, 武田 和永, 大田
貢由, 國崎 主税, 遠藤 格：ICGリンパ流評価を用いた腹腔鏡下右半結腸切除術の治療成績. 第122回日本外科学会定期学術集会（シ
ンポジウム）（ハイブリッド開催）, 熊本, 2022, 4.

58. 土屋 伸広, 國崎 主税, 長澤 伸介, 佐藤 渉, 佐藤 勉, 武田 和永, 小坂 隆司, 秋山 浩利, 遠藤 格：高齢者胃癌に対する胃切除術の短
期・長期予後予測因子について. 第122回日本外科学会定期学術集会（サージカルフォーラム）（ハイブリッド開催）, 熊本, 2022, 4.

59. 笠原 康平, 小坂 隆司, 秋山 浩利, 田村 裕子, 石部 敦士, 近藤 裕樹, 土屋 伸広, 佐藤 渉, 田中 優作, 佐藤 圭, 佐藤 勉, 國崎 主税,
遠藤 格：食道胃接合部癌の至適リンパ節郭清範囲と術後予後予測因子の検討. 第122回日本外科学会定期学術集会（サージカル
フォーラム）（ハイブリッド開催）, 熊本, 2022, 4.
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60. 押 正徳, 山田 顕光, 木村 安希, 山本 晋也, 成井 一隆, 市川 靖史, 遠藤 格, 高部 和明：乳癌におけるunfolded protein response
（UPR）の臨床的意義の検討. 第122回日本外科学会定期学術集会（ポスター発表）（ハイブリッド開催）, 熊本, 2022, 4.

61. 髙橋 智昭, 藪下 泰宏, 松木 裕輝, 清水 康博, 三宅 謙太郎, 澤田 雄, 本間 祐樹, 熊本 宜文, 松山 隆生, 武田 和永, 遠藤 格：UR-
LA膵癌に対するConversion surgeryの治療成績. 第122回日本外科学会定期学術集会（ポスター発表）（ハイブリッド開催）, 熊本,
2022, 4.

62. 大矢 浩貴, 石部 敦士, 渡邉 純, 木下 颯花, 笠原 康平, 後藤 晃紀, 諏訪 雄亮, 鈴木 紳祐, 中川 和也, 小澤 真由美, 諏訪 宏和, 樅山
将士, 小坂 隆司, 秋山 浩利, 遠藤 格：中下部直腸癌に対するロボット手術と術後排尿障害：プロペンシティスコアを用いた腹腔鏡手
術との比較. 第122回日本外科学会定期学術集会（ワークショップ）（ハイブリッド開催）, 熊本, 2022, 4.

63. 佐藤 清哉, 渡邉 純, 後藤 晃紀, 諏訪 雄亮, 中川 和也, 小澤 真由美, 諏訪 宏和, 佐藤 純人, 石部 敦士, 菅野 伸洋, 佐藤 勉, 武田
和永, 國崎 主税, 遠藤 格：直腸癌術後縫合不全のリスク因子の検討. 第122回日本外科学会定期学術集会（パネルディスカッション）
（ハイブリッド開催）, 熊本, 2022, 4.

64. 酒井 淳, 諏訪 宏和, 渡邉 純, 竹之内 晶, 下澤 元春, 竹下 裕介, 小林 圭, 石部 敦士, 野尻 和典, 小野 秀高, 吉田 謙一, 舛井 秀宣,
長堀 薫：当院における後腹膜経路による単孔式結腸永久人工肛門造設術の治療成績の検討. 第122回日本外科学会定期学術集会（司
会）（ハイブリッド開催）, 熊本, 2022, 4.

65. 布施 匡啓, 佐藤 渉, 杉山 敦彦, 森田 純也, 近藤 裕樹, 長澤 伸介, 土屋 伸広, 渡邉 純, 佐藤 勉, 武田 和永, 小坂 隆司, 秋山 浩利,
國崎 主税, 遠藤 格：腹腔鏡下幽門側胃切除におけるBillroth Ⅰ法体腔内再建（Converse Ω吻合）の有用性. 第122回日本外科学
会定期学術集会（ポスター発表）（ハイブリッド開催）, 熊本, 2022, 4.

66. 堀内 真樹, 渡邉 純, 後藤 晃紀, 諏訪 雄亮, 中川 和也, 小澤 真由美, 諏訪 宏和, 佐藤 純人, 石部 敦士, 菅野 伸洋, 佐藤 勉, 武田
和永, 國崎 主税, 遠藤 格：下部直腸癌に対する術前MRIによるCRMの評価とpCRMの相関についての検討. 第122回日本外科学会定
期学術集会（ポスター発表）（ハイブリッド開催）, 熊本, 2022, 4.

67. 川島 淳, 森 康一, 川島 圭, 増田 太郎, 小崎 良平, 浅野 忠雄, 大田 洋平, 菅江 貞亨, 岡 智, 牧野 洋知, 山岸 茂：StageⅡ大腸癌に
対する補助化学療法の有用性の検討. 第122回日本外科学会定期学術集会（ポスター発表）（ハイブリッド開催）, 熊本, 2022, 4.

68. 鈴木 大聖, 本間 祐樹, 前橋 学, 三宅 謙太郎, 松山 隆生, 遠藤 格：肝門部領域胆管癌切除例における胆汁培養の意義. 第122回日本
外科学会定期学術集会（医学生の発表セッション）（ハイブリッド開催）, 熊本, 2022, 4.

69. 山﨑 雅明, 押 正徳, 山田 顕光, 江中 牧子, 木村 安希, 清水 亜希子, 和田 朋子, 山本 晋也, 成井 一隆, 市川 靖史, 藤井 誠志, 遠藤
格：乳癌術前化学療法中にG-CSF製剤関連大動脈炎を発症した 1例. 第122回日本外科学会定期学術集会（研修医のセッション）（ハ
イブリッド開催）, 熊本, 2022, 4.

70. 遠藤 格：がん・新興感染症に対するワクチン開発とT細胞検査の意義. 第19回日本免疫治療学会学術集会（司会）（ハイブリッド開
催）, 熊本, 2022, 5.

71. 遠藤 格：胆道・膵. 第76回手術手技研究会（司会）（ハイブリッド開催）, 佐賀, 2022, 5.
72. 遠藤 格：当番世話人特別企画 肝胆膵. 第76回手術手技研究会（司会）（ハイブリッド開催）, 佐賀, 2022, 5.
73. 渡邉 純：直腸癌治療成績向上を目指して－ロボット手術と周術期治療TOPICS－. 第76回手術手技研究会（イブニングセミナー）（ハ

イブリッド開催）, 佐賀, 2022, 5.
74. 諏訪 雄亮：副中結腸動脈を有する進行脾弯曲部癌に対する左側SMAアプローチによるリンパ節郭清とICG蛍光法を併用したCME. 第

76回手術手技研究会（ビデオ発表）（ハイブリッド開催）, 佐賀, 2022, 5.
75. 舩津屋 拓人, 田中 優作, 本間 実, 福岡 宏倫, 高橋 正純：食道癌に対する Nivolumab 療法 9例の治療成績. 第43回癌免疫外科研

究会（一般演題）, 京都, 2022, 5.
76. 國崎 主税：胃癌化学療法の治療戦略～ICI+Chemo併用を踏まえて～. 第31回日本癌病態治療研究会（座長）（ハイブリッド開催）,

徳島, 2022, 6.
77. 近藤 裕樹, 佐藤 渉, 森田 順也, 長澤 伸介, 土屋 伸広, 佐藤 勉, 田村 裕子, 笠原 康平, 小坂 隆司, 秋山 浩利, 國崎 主税, 遠藤 格：

高齢者非切除食道癌に対する順次併用放射線化学療法の安全性と有用性. 第31回日本癌病態治療研究会（ポスター発表）（ハイブリッ
ド開催）, 徳島, 2022, 6.

78. 阿部 有佳, 澤田 雄, 八子 博貴, 清水 亜希子, 油座 築, 髙橋 智昭, 三宅 謙太郎, 藪下 泰宏, 本間 祐樹, 熊本 宜文, 松山 隆生, 武田
和永, 遠藤 格：生体部分肝移植後にヘルペス脳炎を発症した1例. 第32回神奈川移植医学会（一般演題）, 横浜, 2022, 6.

79. Endo I, Hirahara N, Miyata H, Yamamoto H, Matsuyama R, Kumamoto T, Homma Y, Mori M, Seto Y, Wakabayashi G,
Kitagawa Y, Miura F, Kokudo N, Kosuge T, Nagino M, Horiguchi A, Hirano S, Yamaue H, Yamamoto M, Miyazaki M：
Mortality, morbidity and failure to rescue in hepatopancreatoduodenectomy：An analysis of 422 patients registered
in the National Clinical Database in Japan. 第34回日本肝胆膵外科学会・学術集会（日本肝胆膵外科学会プロジェクト研究報告）,
愛媛, 2022, 6.

80. 遠藤 格：Policy as the President：2022. 第34回日本肝胆膵外科学会・学術集会（理事長講演）, 愛媛, 2022, 6.
81. 遠藤 格：Resection and reconstruction of major blood vessels in surgery for hepatobiliary pancreatic cancer：indica-

tions based on the difficulty of surgery and long-term prognosis. 第34回日本肝胆膵外科学会・学術集会（司会）, 愛媛, 2022,
6.

82. 武田 和永, 菊地 祐太郎, 澤田 雄, 本間 祐樹, 熊本 宜文, 遠藤 格：Treatment strategy for multiple liver metastases from co-
lorectal cancer. 第34回日本肝胆膵外科学会・学術集会（ミニシンポジウム）, 愛媛, 2022, 6.

83. 松山 隆生, 藪下 泰宏, 本間 祐樹, 三宅 謙太郎, 髙橋 智昭, 熊本 宜文, 武田 和永, 遠藤 格：Treatment strategies for locally
advanced gallbladder cancer. 第34回日本肝胆膵外科学会・学術集会（パネルディスカッション）, 愛媛, 2022, 6.
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84. 熊本 宜文, 武田 和永, 澤田 雄, 菊地 祐太郎, 佐原 康太, 髙橋 智昭, 藪下 泰宏, 本間 祐樹, 松山 隆生, 遠藤 格：The Glasgow 
prognostic score as a predictor of survival and recurrence pattern after hepatectomy for hepatocellular carcinoma. 
第34回日本肝胆膵外科学会・学術集会（ポスター発表）, 愛媛, 2022, 6. 

85. 本間 祐樹, 豊田 純哉, 髙橋 智昭, 三宅 謙太郎, 藪下 泰宏, 澤田 雄, 松山 隆生, 遠藤 格：Surgical indications for URLA pan-
creatic cancer. 第34回日本肝胆膵外科学会・学術集会（シンポジウム）, 愛媛, 2022, 6. 

86. 澤田 雄, 松山 隆生, 清水 康博, 三宅 謙太郎, 藪下 泰宏, 本間 祐樹, 熊本 宜文, 武田 和永, 遠藤 格：Thrombolytic therapy for 
left portal vein thrombus that occurs during right portal vein embolization. 第34回日本肝胆膵外科学会・学術集会（ポス
ター発表）, 愛媛, 2022, 6. 

87. 藪下 泰宏, 松山 隆生, 髙橋 智昭, 清水 康博, 三宅 謙太郎, 澤田 雄, 本間 祐樹, 熊本 宜文, 武田 和永, 遠藤 格：Outcome of 
cholangitis during neoadjuvant chemotherapy for borderline resectable perihilar cholangiocarcinoma. 第34回日本肝胆
膵外科学会・学術集会（ポスター発表）, 愛媛, 2022, 6. 

88. 三宅 謙太郎, 松山 隆生, 中﨑 佑介, 工藤 孝迪, 松木 裕輝, 髙橋 智昭, 清水 康博, 藪下 泰宏, 澤田 雄, 本間 祐樹, 遠藤 格：
Significance of intraoperative lavage cytology in perihilar cholangiocarcinoma. 第34回日本肝胆膵外科学会・学術集会（ミ
ニシンポジウム）, 愛媛, 2022, 6. 

89. 菊地 祐太郎, 松山 隆生, 三宅 謙太郎, 藪下 泰宏, 澤田 雄, 本間 祐樹, 熊本 宜文, 武田 和永, 遠藤 格：Basic anatomical study 
using adult cadaver livers regarding true boundary of hepatic hilar plate system. 第34回日本肝胆膵外科学会・学術集会
（ポスター発表）, 愛媛, 2022, 6. 

90. 髙橋 智昭, 藪下 泰宏, 清水 康博, 三宅 謙太郎, 澤田 雄, 本間 祐樹, 松山 隆生, 遠藤 格：Treatment outcome and prognostic 
factors of resected pT1 pancreatic cancer. 第34回日本肝胆膵外科学会・学術集会（ミニシンポジウム）, 愛媛, 2022, 6. 

91. 渡邉 純：下部消化管：大腸癌の最新の治療戦略. 第34回日本小切開・鏡視外科学会（座長）（ハイブリッド開催）, 愛媛, 2022, 6. 
92. 渡邉 純, 諏訪 雄亮, 千田 圭悟, 中川 和也, 小澤 真由美, 諏訪 宏和, 石部 敦士, 沼田 正勝, 佐藤 勉, 武田 和永, 國崎 主税, 遠藤

格：右側結腸癌に対するロボット支援下結腸右半切除術の手術手技. 第34回日本小切開・鏡視外科学会（ワークショップ）（ハイブ
リッド開催）, 愛媛, 2022, 6. 

93. 諏訪 雄亮, 渡邉 純, 後藤 晃紀, 中川 和也, 小澤 真由美, 諏訪 宏和, 石部 敦士, 佐藤 勉, 武田 和永, 國崎 主税, 遠藤 格：下部直腸
癌に対するロボット支援下TMEと taTMEの短期成績. 第34回日本小切開・鏡視外科学会（ワークショップ）（ハイブリッド開催）, 愛
媛, 2022, 6. 

94. 國崎 主税：NCDデータを利活用した外科治療への還元. 第47回日本外科系連合学会学術集会（特別講演）, 岩手, 2022, 6. 
95. 武田 和永, 菊地 祐太郎, 澤田 雄, 本間 祐樹, 熊本 宜文, 渡邉 純, 菅野 伸洋, 佐藤 勉, 國崎 主税, 遠藤 格：教室における大腸癌肝

転移に対する腹腔鏡下肝切除術の現状と課題. 第47回日本外科系連合学会学術集会（一般演題）, 岩手, 2022, 6. 
96. 渡邉 純, 千田 圭悟, 諏訪 雄亮, 沼田 正勝, 佐藤 勉, 武田 和永, 中川 和也, 小澤 真由美, 石部 敦士, 國崎 主税, 遠藤 格：右側結腸

癌手術に対するリンパ節郭清のアプローチの工夫. 第47回日本外科系連合学会学術集会（シンポジウム）, 岩手, 2022, 6. 
97. Tamura Y, Kosaka T, Kondo H, Tuchiya N, Kasahara K, Sato S, Makino H, Akiyama H, Kunisaki C, Endo I：Examina-

tion of surgical cases for gastric cancer liver metastasis in our hospital. 第67回国際外科学会日本部会総会（一般演題）, 千
葉, 2022, 6. 

98. 木下 颯花, 小坂 隆司, 大矢 浩貴, 笠原 康平, 中川 和也, 小澤 真由美, 石部 敦士, 秋山 浩利, 遠藤 格：Ball valve syndrome を
来した十二指腸胃型幽門腺腫の 1例. 第864回外科集談会（一般演題）（WEB開催）, 2022, 6. 

99. 成井 一隆：患者支援. 第30回日本乳癌学会学術総会（座長）（ハイブリッド開催）, 横浜, 2022, 7. 
100. 山田 顕光：多遺伝子アッセイやリキッドバイオプシーなどの新たな技術がもたらす乳癌診療の変化. 第30回日本乳癌学会学術総会

（座長）（ハイブリッド開催）, 横浜, 2022, 7. 
101. 山田 顕光：基礎と臨床の融合を目指して. 第30回日本乳癌学会学術総会（座長）（ハイブリッド開催）, 横浜, 2022, 7. 
102. 山田 顕光：バイオマーカー②. 第30回日本乳癌学会学術総会（座長）（ハイブリッド開催）, 横浜, 2022, 7. 
103. 山田 顕光, 木村 安希, 押 正徳, 足立 祥子, 和田 朋子, 山本 晋也, 成井 一隆, 田辺 美樹子, 石川 孝, 遠藤 格：乳癌における乳癌

幹細胞マーカー ALDH1 発現の臨床的意義. 第30回日本乳癌学会学術総会（ポスター発表）（ハイブリッド開催）, 横浜, 2022, 7. 
104. 山本 晋也, 足立 祥子, 和田 朋子, 成井 一隆, 木村 安希, 押 正徳, 山田 顕光, 遠藤 格：エリブリンの予後予測因子としてのmGPS、 

PNIの有用性. 第30回日本乳癌学会学術総会（ポスター発表）（ハイブリッド開催）, 横浜, 2022, 7. 
105. 押 正徳, Wu R, Yan L, 山田 顕光, 石川 孝, 遠藤 格, 高部 和明：Establishment of novel BRCA1ness score to quantify 

BRCAness in breast cancer. 第30回日本乳癌学会学術総会（受賞講演）（ハイブリッド開催）, 横浜, 2022, 7. 
106. 押 正徳, 山田 顕光, 木村 安希, 足立 祥子, 和田 朋子, 山本 晋也, 成井 一隆, 石川 孝, 高部 和明, 遠藤 格：Establishment of a 

novel score to quantify BRCAness in breast cancer. 第30回日本乳癌学会学術総会（厳選口演）（ハイブリッド開催）, 横浜, 
2022, 7. 

107. 笹本 真覇人, 門倉 俊明, 鬼頭 礼子, 千葉 康彦, 林 宏行, 石山 暁：Encapsulated Papillary Carcinomaの検討. 第30回日本乳
癌学会学術総会（ポスター発表）（ハイブリッド開催）, 横浜, 2022, 7. 

108. 小坂 隆司, 笠原 康平, 大西 宙, 秋山 浩利, 近藤 裕樹, 土屋 伸広, 佐藤 渉, 佐藤 勉, 國崎 主税, 遠藤 格：P0CY1胃癌症例の術前
化学療法の治療成績. 第31回日本癌病態治療研究会（ポスター発表）（ハイブリッド開催）, 徳島, 2022, 7. 

109. 小林 圭, 渡邉 純, 千田 圭悟, 諏訪 雄亮, 沼田 正勝, 佐藤 勉, 武田 和永, 國崎 主税, 中川 和也, 小澤 真由美, 石部 敦士, 遠藤
格：妊娠中に診断された切除不能大腸癌に化学療法を行った一例. 第370回日本消化器病学会関東支部例会（一般演題）（WEB開催）, 
2022, 7. 
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110. 國崎 主税：食道 2. 第44回日本癌局所療法研究会（座長）, 大阪, 2022, 7.
111. 土屋 伸広, 國崎 主税, 近藤 裕樹, 佐藤 渉, 長澤 伸介, 渡邉 純, 佐藤 勉, 武田 和永, 小坂 隆司, 秋山 浩利, 遠藤 格：高齢者食道

癌に対する1次治療としての放射線療法と化学放射線療法の比較検討. 第44回日本癌局所療法研究会（一般演題）, 大阪, 2022, 7.
112. 酒井 淳, 小野 秀高, 大坪 加奈, 津浦 幸夫, 伊澤 朗, 今西 康太, 岡野 茉由, 紫葉 裕介, 八子 博貴, 渡邉 活, 竹下 裕介, 竹之内 晶,

小林 圭, 諏訪 宏和, 南 裕太, 野尻 和典, 吉田 謙一, 舛井 秀宣, 長堀 薫：粘膜内癌を伴う胃限局性若年性ポリポーシスの一切除例.
第44回日本癌局所療法研究会（一般演題）, 大阪, 2022, 7.

113. 遠藤 格：夢を語ろう. 第77回日本消化器外科学会総会（総会会長講演）（ハイブリッド開催）, 横浜, 2022, 7.
114. 遠藤 格：胆道癌の診断と治療のパラダイムシフト. 第77回日本消化器外科学会総会（座長）（ハイブリッド開催）, 横浜, 2022, 7.
115. 國崎 主税：スキルス胃癌の課題. 第77回日本消化器外科学会総会（司会）（ハイブリッド開催）, 横浜, 2022, 7.
116. 市川 靖史：大腸：化学療法 2. 第77回日本消化器外科学会総会（座長）（ハイブリッド開催）, 横浜, 2022, 7.
117. Kimura H, Araki K, Fuse M, Toritani K, Kunisaki R, Tatsumi K, Koganei K, Sugita A, Endo I：Current status and prob-

lems of double-stapled ileal pouch-anal anastomosis for ulcerative colitis. 第77回日本消化器外科学会総会（シンポジウ
ム）（ハイブリッド開催）, 横浜, 2022, 7.

118. 木村 英明：大腸：炎症性疾患 1. 第77回日本消化器外科学会総会（座長）（ハイブリッド開催）, 横浜, 2022, 7.
119. 武田 和永, 菊地 祐太郎, 澤田 雄, 本間 祐樹, 渡邉 純, 熊本 宜文, 菅野 伸洋, 佐藤 勉, 國崎 主税, 遠藤 格：大腸癌肝転移におけ

るBRとURの定義―予後規定因子からみたURと化学療法の有用性についての検討. 第77回日本消化器外科学会総会（主題関連演題）
（ハイブリッド開催）, 横浜, 2022, 7.

120. Matsuyama R, Yabushita Y, Takahashi T, Miyake K, Sawada Y, Homma Y, Endo I：The Significance of Vascular
Combined Resection and Reconstruction for perihilar cholangiocarcinoma. 第77回日本消化器外科学会総会（コンセンサ
スミーティング）（ハイブリッド開催）, 横浜, 2022, 7.

121. 熊本 宜文, 菊地 祐太郎, 澤田 雄, 武田 和永, 本間 祐樹, 松山 隆生, 菅野 伸洋, 佐藤 勉, 國崎 主税, 遠藤 格：肝細胞癌術後肝外
oligo-recurrenceに対する局所治療の有用性. 第77回日本消化器外科学会総会（ワークショップ）（ハイブリッド開催）, 横浜,
2022, 7.

122. Ishibe A, Watanabe J, Goto K, Suwa Y, Nakagawa K, Suwa H, Ozawa M, Momiyama M, Kosaka T, Endo I：Shot-term
outcomes of robotic surgery for rectal cancer. A propensity score-matched analysis. 第77回日本消化器外科学会総会
（シンポジウム）（ハイブリッド開催）, 横浜, 2022, 7.

123. 石部 敦士：大腸：縫合不全. 第77回日本消化器外科学会総会（座長）（ハイブリッド開催）, 横浜, 2022, 7.
124. 石部 敦士：ロボット支援下結腸癌手術を安全に行うために. 第77回日本消化器外科学会総会（ランチョンセミナー）（ハイブリッド

開催）, 横浜, 2022, 7.
125. 渡邉 純：大腸：脾彎曲 1. 第77回日本消化器外科学会総会（座長）（ハイブリッド開催）, 横浜, 2022, 7.
126. 渡邉 純：消化器外科医が行う大腸がんの治療戦略－ロボット結腸から個別化医療まで－. 第77回日本消化器外科学会総会（座長）

（ハイブリッド開催）, 横浜, 2022, 7.
127. 渡邉 純：側方リンパ節郭清. 第77回日本消化器外科学会総会（コーディネーター）（ハイブリッド開催）, 横浜, 2022, 7.
128. 渡邉 純, 小竹 優範, 能浦 真吾, 池田 正孝, 諏訪 宏和, 鄭 充善, 髙野 祥直, 宗方 幸二, 的場 周一郎, 竹政 伊知朗：腹腔鏡下直腸

癌術後縫合不全に対する腸管血流評価の有効性に関するランダム化比較試験（EssentiAL study）. 第77回日本消化器外科学会総会
（パネルディスカッション）（ハイブリッド開催）, 横浜, 2022, 7.

129. 渡邉 純：守破離 ～伝承、何を守って何を破ってきたか～. 第77回日本消化器外科学会総会（イブニングセミナー）（ハイブリッド
開催）, 横浜, 2022, 7.

130. 渡邉 純：結腸体腔内吻合. 第77回日本消化器外科学会総会（ハンズオンセミナー）（ハイブリッド開催）, 横浜, 2022, 7.
131. 渡邉 純：Nationwide PⅢ EssentiAL Study 第 1回記念シンポジウム ～From Japan to Global, 世界に発信する大腸外科手術

の新たなエビデンス～. 第77回日本消化器外科学会総会（イブニングセミナー）（ハイブリッド開催）, 横浜, 2022, 7.
132. 小澤 真由美：大腸：症例報告 3. 第77回日本消化器外科学会総会（座長）（ハイブリッド開催）, 横浜, 2022, 7.
133. 小澤 真由美, 石部 敦士, 大矢 浩貴, 後藤 晃紀, 諏訪 雄亮, 中川 和也, 諏訪 宏和, 渡邉 純, 遠藤 格：専門性の求められる時代にお

ける大腸外科教育戦略. 第77回日本消化器外科学会総会（主題関連演題）（ハイブリッド開催）, 横浜, 2022, 7.
134. Nakagawa K, Ishibe A, Watanabe J, Mori K, Den K, Kakizoe M, Ozawa M, Suwa H, Momiyama M, Endo I：A multicent-

er, retrospective study about neoadjuvant chemotherapy for obstructive colorectal cancer. 第77回日本消化器外科学
会総会（ワークショップ）（ハイブリッド開催）, 横浜, 2022, 7.

135. 澤田 雄, 松山 隆生, 髙橋 智昭, 三宅 謙太郎, 藪下 泰宏, 本間 祐樹, 鈴木 章浩, 加藤 真吾, 遠藤 格：肝・胆・膵がん患者に対する
がん遺伝子パネル検査の現状と展望. 第77回日本消化器外科学会総会（ワークショップ）（ハイブリッド開催）, 横浜, 2022, 7.

136. 藪下 泰宏, 松山 隆生, 髙橋 智昭, 清水 康博, 三宅 謙太郎, 澤田 雄, 本間 祐樹, 熊本 宜文, 武田 和永, 遠藤 格：広範囲胆管癌に
対する合併症軽減を目指した肝実質温存肝膵同時切除の成績. 第77回日本消化器外科学会総会（主題関連演題）（ハイブリッド開催）,
横浜, 2022, 7.

137. MIyake K, Matsuyama R, Kudo T, Matsuki H, Takahashi T, Shimizu Y, Yabushita Y, Sawada Y, Homma Y, Endo I：Sig-
nificance of combined arterial resection for locally advanced pancreatic cancer. 第77回日本消化器外科学会総会（シン
ポジウム）（ハイブリッド開催）, 横浜, 2022, 7.

138. 佐藤 渉, 國崎 主税, 高橋 正純, 近藤 裕樹, 土屋 伸広, 笠原 康平, 小坂 隆司, 秋山 浩利, 田中 優作, 遠藤 格：CY1胃癌のバイオ
マーカーとしての術後好中球リンパ球比と術前リンパ球単球比. 第77回日本消化器外科学会総会（要望演題）（ハイブリッド開催）,
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横浜, 2022, 7. 
139. 諏訪 雄亮, 渡邉 純, 後藤 晃紀, 中川 和也, 諏訪 宏和, 小澤 真由美, 石部 敦士, 菅野 伸洋, 國崎 主税, 遠藤 格：局所進行癌直腸

癌に対する術前放射線治療，Total Neoadjuvant therapyの短期成績. 第77回日本消化器外科学会総会（一般演題）（ハイブリッド
開催）, 横浜, 2022, 7.

140. 諏訪 雄亮：消化器外科医が実践する大腸癌化学療法 ～副作用マネージメントも含めて～. 第77回日本消化器外科学会総会（ラン
チョンセミナー）（ハイブリッド開催）, 横浜, 2022, 7.

141. 笠原 康平, 小坂 隆司, 秋山 浩利, 田中 優作, 土屋 伸広, 佐藤 渉, 佐藤 圭, 小野 秀高, 國崎 主税, 遠藤 格：局所進行胃癌患者に
対する術前Docetaxel+Cisplatin+S-1併用化学療法の有効性. 第77回日本消化器外科学会総会（一般演題）（ハイブリッド開催）,
横浜, 2022, 7.

142. 菊地 祐太郎, 武田 和永, 熊本 宜文, 佐藤 純人, 菅野 伸洋, 渡邉 純, 佐藤 勉, 國崎 主税, 遠藤 格：予後規定因子からみた大腸癌肝
転移治癒切除後の補助化学療法有効症例の検討. 第77回日本消化器外科学会総会（一般演題）（ハイブリッド開催）, 横浜, 2022, 7.

143. 髙橋 智昭, 藪下 泰宏, 清水 康博, 三宅 謙太郎, 澤田 雄, 本間 祐樹, 松山 隆生, 遠藤 格：UR-LA膵癌に対する長期化学療法後
Conversion surgeryの治療成績. 第77回日本消化器外科学会総会（一般演題）（ハイブリッド開催）, 横浜, 2022, 7.

144. 福岡 宏倫, 安藤 智広, 守谷 岳郎, 大矢 浩貴, 鳥谷 建一郎, 鈴木 紳祐, 中川 和也, 小澤 真由美, 石部 敦士, 遠藤 格：大腸癌組織
における硫黄呼吸に関する代謝物について－case report－. 第77回日本消化器外科学会総会（一般演題）（ハイブリッド開催）, 横
浜, 2022, 7.

145. 近藤 裕樹, 佐藤 渉, 國崎 主税, 清水 亜希子, 土屋 伸広, 佐藤 勉, 笠原 康平, 小坂 隆司, 秋山 浩利, 遠藤 格：腹腔鏡下噴門側胃
切除術ダブルトラクト再建の栄養面の有効性と胃内流入の工夫. 第77回日本消化器外科学会総会（ワークショップ）（ハイブリッド
開催）, 横浜, 2022, 7.

146. Ohya H, Ishibe A, Watanabe J, Goto K, Suwa Y, Nakagawa K, Ozawa M, Suwa H, Kosaka T, Endo I：Laparoscopic
right hemicolectomy using inferior approach and precedent mesenteric incision. 第77回日本消化器外科学会総会（シン
ポジウム）（ハイブリッド開催）, 横浜, 2022, 7.

147. 酒井 淳, 諏訪 宏和, 渡邉 純, 小澤 真由美, 石部 敦士, 南 裕太, 野尻 和典, 小野 秀高, 舛井 秀宣, 長堀 薫：局所進行結腸癌に対
する術前化学療法の検討. 第77回日本消化器外科学会総会（要望演題）（ハイブリッド開催）, 横浜, 2022, 7.

148. 佐藤 清哉, 渡邉 純, 諏訪 雄亮, 菅野 伸洋, 佐藤 勉, 小澤 真由美, 石部 敦士, 國崎 主税, 遠藤 格：直腸癌手術における化学的前
処置の有用性の検討. 第77回日本消化器外科学会総会（一般演題）（ハイブリッド開催）, 横浜, 2022, 7.

149. 大坊 侑, 渡邉 純, 諏訪 雄亮, 諏訪 宏和, 小澤 真由美, 石部 敦士, 菅野 伸洋, 佐藤 勉, 國崎 主税, 遠藤 格：腹腔鏡下結腸切除術
における体腔内吻合の手術成績. 第77回日本消化器外科学会総会（ワークショップ）（ハイブリッド開催）, 横浜, 2022, 7.

150. 川島 淳, 森 康一, 津村 祥子, 川島 圭, 増田 太郎, 小崎 良平, 浅野 史雄, 大田 洋平, 牧野 洋知, 山岸 茂：脾彎曲部癌に対する
3D-CT angiographyを用いたナビゲーション手術. 第77回日本消化器外科学会総会（一般演題）（ハイブリッド開催）, 横浜, 2022,
7.

151. 舩津屋 拓人, 薮野 太一, 望月 康久：急性穿孔性虫垂炎を契機に発見された虫垂杯細胞カルチノイドの一例. 第77回日本消化器外科
学会総会（専攻医セッション）（ハイブリッド開催）, 横浜, 2022, 7.

152. 竹之内 晶, 藪下 泰宏, 髙橋 智昭, 清水 康博, 三宅 謙太郎, 澤田 雄, 本間 祐樹, 松山 隆生, 遠藤 格：肝門部領域胆管癌術後に仮
性動脈瘤破裂出血を来した 1例. 第77回日本消化器外科学会総会（一般演題）（ハイブリッド開催）, 横浜, 2022, 7.

153. 岡野 茉由, 諏訪 宏和, 渡邉 純, 酒井 淳, 南 裕太, 石部 敦士, 野尻 和典, 小野 秀高, 舛井 秀宣, 長堀 薫：当院における膿瘍形成
性急性虫垂炎の外科的治療の成績と方針の選択の検討. 第77回日本消化器外科学会総会（一般演題）（ハイブリッド開催）, 横浜,
2022, 7.

154. 村松 和磨, 中崎 佑介, 前橋 学, 清水 康博, 三宅 謙太郎, 藪下 泰宏, 本間 祐樹, 松山 隆生, 秋山 浩利, 遠藤 格：膵頭十二指腸切
除症例における周術期胆汁培養の意義. 第77回日本消化器外科学会総会（研修医セッション）（ハイブリッド開催）, 横浜, 2022, 7.

155. 石部 敦士, 酒井 淳, 森 康一, 田 鐘寛, 後藤 晃紀, 諏訪 雄亮, 柿添 学, 中川 和也, 小澤 真由美, 諏訪 宏和, 樅山 将士, 渡邉 純,
山岸 茂, 遠藤 格：閉塞性大腸癌に対する術前化学療法の有用性の検討（多機関後ろ向き観察研究）. 第97回大腸癌研究会学術集会
（一般演題）（ハイブリッド開催）, 東京, 2022, 7.

156. 渡邉 純：大腸癌に対する最新の低侵襲治療の最新TOPICと化学療法. 第97回大腸癌研究会学術集会（アフタヌーンセミナー）（ハイ
ブリッド開催）, 東京, 2022, 7.

157. 押 正徳, 笹本 真覇人, 山田 顕光, 高部 和明, 遠藤 格：乳癌AYA世代特異的な予後予測バイオマーカーとしてのGALNT1遺伝子発
現の検討. 第23回乳癌最新情報カンファランス（ポスター発表）, 鎌倉, 2022, 8.

158. 笹本 真覇人, 山田 顕光, 押 正徳, 鈴木 千穂, 太田 郁子, 吉田 謙一, 矢毛石 眞由美, 幸浦 幸雄, 舛井 秀宣：針生検後に自然退縮
を認めた浸潤性乳管癌の一例. 第23回乳癌最新情報カンファランス（ポスター発表）, 鎌倉, 2022, 8.

159. 川島 圭, 成井 一隆, 笹本 真覇人, 藤原 淑恵, 足立 祥子, 押 正徳, 山本 晋也, 山田 顕光, 田辺 美樹子, 石川 孝, 遠藤 格：センチ
ネルリンパ節に転移を伴うHR陽性HER2陰性乳癌における術後アベマシクリブの適応に関する検討. 第23回乳癌最新情報カンファ
ランス（ポスター発表）, 鎌倉, 2022, 8.

160. 松山 隆生：側副血行路が発達した膵癌に対する門脈合併切除のピットフォール. 第49回日本膵切研究会（司会）, 滋賀, 2022, 8.
161. 遠藤 格：転移性膵癌（CY 陽性含む）に対する手術適応. 第16回膵癌術前治療研究会（コメンテーター）, 大阪, 2022, 9.
162. 油座 築, 本間 祐樹, 八子 博貴, 清水 亜希子, 阿部 有佳, 髙橋 智昭, 三宅 謙太郎, 藪下 泰宏, 澤田 雄, 松山 隆生, 遠藤 格：膵癌

術後の異時性肺・肝転移に対し2回の手術を含めた集学的治療により長期生存を得られている1例. 第16回膵癌術前治療研究会（ポ
スター発表）, 大阪, 2022, 9.
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163. 國崎 主税：ポストコロナにおける消化器疾患の診断と治療戦略. 第31回消化器疾患病態治療研究会（座長）（WEB開催）, 2022, 9.
164. 國崎 主税：研修医アワード. 第31回消化器疾患病態治療研究会（審査員）（WEB開催）, 2022, 9.
165. 笠原 康平, 國崎 主税, 佐藤 渉, 佐藤 圭, 木村 準, 田中 優作, 小坂 隆司, 小野 秀高, 牧野 洋和, 秋山 浩利, 高橋 正純, 遠藤 格：

局所進行胃癌患者に対する術前biweekly Docetaxel＋Cisplatin＋S-1併用化学療法の有効性. 第31回消化器疾患病態治療研究会
（一般演題）（WEB開催）, 2022, 9.

166. 岡野 茉由, 阿部 有佳, 澤田 雄, 清水 亜希子, 油座 築, 髙橋 智昭, 三宅 謙太郎, 藪下 泰宏, 本間 祐樹, 松山 隆生, 遠藤 格：複数
回の腸閉塞に家族性地中海熱が関与していると考えられた 1例. 第371回日本消化器病学会関東支部例会（一般演題）（WEB開催）,
2022, 9.

167. 遠藤 格：World-wide survey of pancreaticobiliary maljunction. 第45回日本膵・胆管合流異常研究会（座長）, 徳島, 2022, 9.
168. 遠藤 格：膵臓Ⅱ. 第76回日本消化器画像診断研究会（座長）, 新潟, 2022, 9.
169. 國崎 主税：頸部食道癌の治療 CRT or 咽喉食摘 or 喉頭温存手術. 第76回日本食道学会学術集会（コメンテーター）（ハイブリッド

開催）, 東京, 2022, 9.
170. 油座 築, 藪下 泰宏, 髙橋 智昭, 三宅 謙太郎, 澤田 雄, 本間 祐樹, 松山 隆生, 加藤 生真, 山中 正二, 遠藤 格：術前に縮小、再増

大を示した膵臓原発血管周囲類上皮細胞腫瘍（PEComa）の 1例. 第76回日本消化器画像診断研究会（一般演題）, 新潟, 2022, 9.
171. 佐藤 渉, 國崎 主税, 近藤 裕樹, 長澤 伸介, 土屋 伸広, 佐藤 勉, 笠原 康平, 小坂 隆司, 秋山 浩利, 遠藤 格：当院における進行・

再発食道扁平上皮癌に対するNivolumab療法の治療成績. 第76回日本食道学会学術集会（ポスター発表）（ハイブリッド開催）, 東京,
2022, 9.

172. Takahashi T, Miyake K, Yabushita Y, Sawada Y, Homma Y, Matsuyama R, Endo I：Outcome of conversion surgery
for UR-LA pancreatic cancer. IASGO-CME 2022（ポスター発表）, 福岡, 2022, 10.

173. 近藤 裕樹, 佐藤 渉, 清水 亜希子, 遠藤 和也, 森田 順也, 長澤 伸介, 土屋 伸広, 佐藤 勉, 國崎 主税, 遠藤 格：同時性左胸腔・腹腔
アプローチを併用することによって切除し得た巨大食道平滑筋腫の一例. 第76回日本食道学会学術集会（ポスター発表）（ハイブリッ
ド開催）, 東京, 2022, 9.

174. 遠藤 格：局所進行膵癌の至適治療. 第30回日本消化器関連学会週間（司会）（ハイブリッド開催）, 福岡, 2022, 10.
175. 國崎 主税：胃（手術治療（悪性））2. 第30回日本消化器関連学会週間（座長）（ハイブリッド開催）, 福岡, 2022, 10.
176. 木村 英明, 荒木 謙太郎, 布施 匡啓, 鳥谷 建一郎, 国崎 玲子, 辰巳 健志, 小金井 一隆, 杉田 昭, 遠藤 格：クローン病小腸病変に対

する手術例の検討. 第30回日本消化器関連学会週間（ポスター発表）（ハイブリッド開催）, 福岡, 2022, 10.
177. 松山 隆生, 藪下 泰宏, 髙橋 智昭, 三宅 謙太郎, 本間 祐樹, 澤田 雄, 熊本 宜文, 武田 和永, 遠藤 格：予後因子からみた局所進行胆

嚢癌に対する治療の再考. 第30回日本消化器関連学会週間（ポスター発表）（ハイブリッド開催）, 福岡, 2022, 10.
178. 石部 敦士, 渡邉 純, 大矢 浩貴, 後藤 晃紀, 諏訪 雄亮, 中川 和也, 諏訪 宏和, 小澤 真由美, 樅山 将士, 小坂 隆司, 松山 隆生, 遠

藤 格：直腸癌に対するロボット支援下側方郭清術の短期成績の検討. 第30回日本消化器関連学会週間（ポスター発表）（ハイブリッ
ド開催）, 福岡, 2022, 10.

179. 渡邉 純, 石部 敦士, 遠藤 格：右側結腸癌に対するロボット支援下結腸右半切除術の手術手技. 第30回日本消化器関連学会週間（シ
ンポジウム）（ハイブリッド開催）, 福岡, 2022, 10.

180. 渡邉 純：アドバンスコース（結腸体腔内吻合と腹腔鏡下側方リンパ節郭清術）. 第30回日本消化器関連学会週間（インストラクター）
（ハイブリッド開催）, 福岡, 2022, 10.

181. 渡邉 純：MSI-H大腸癌1次治療～ ICIの適切な投与管理とTips～. 第30回日本消化器関連学会週間（ブレックファーストセミナー）
（ハイブリッド開催）, 福岡, 2022, 10.

182. 小澤 真由美, 石部 敦士, 大矢 浩貴, 後藤 晃紀, 諏訪 雄亮, 中川 和也, 諏訪 宏和, 樅山 将士, 渡邉 純, 小坂 隆司, 松山 隆生, 國
崎 主税, 遠藤 格：多施設導入における直腸癌のロボット支援下手術のラーニングカーブ. 第30回日本消化器関連学会週間（ポス
ター発表）（ハイブリッド開催）, 福岡, 2022, 10.

183. 諏訪 宏和, 石部 敦士, 渡邉 純, 中川 和也, 森 康一, 田 鍾寛, 柿添 学, 小澤 真由美, 樅山 将士, 杉田 光隆, 山岸 茂, 関戸 仁, 舛
井 秀宣, 長堀 薫, 國崎 主税, 遠藤 格：閉塞性大腸癌に対する治療成績に関する多施設共同後ろ向き観察研究（YCOG2101）. 第
30回日本消化器関連学会週間（ポスター発表）（ハイブリッド開催）, 福岡, 2022, 10.

184. 諏訪 雄亮, 渡邉 純, 遠藤 格：下部直腸癌に対するロボット支援下TMEとtaTMEの短期成績. 第30回日本消化器関連学会週間（ワー
クショップ）（ハイブリッド開催）, 福岡, 2022, 10.

185. 土屋 伸広, 國崎 主税, 近藤 裕樹, 佐藤 渉, 佐藤 勉, 武田 和永, 小坂 隆司, 秋山 浩利, 遠藤 格：高齢者胃癌に対する胃切除術の
短期・長期予後予測因子の検討. 第30回日本消化器関連学会週間（ポスター発表）（ハイブリッド開催）, 福岡, 2022, 10.

186. 酒井 淳, 渡邉 純, 竹之内 晶, 下澤 元晴, 竹下 裕介, 小林 圭, 南 裕太, 石部 敦士, 野尻 和典, 小野 秀高, 吉田 謙一, 舛井 秀宣,
長堀 薫：癒着性腸閉塞に対する腹腔鏡下手術の検討. 第30回日本消化器関連学会週間（ポスター発表）（ハイブリッド開催）, 福岡,
2022, 10.

187. 大坊 侑, 渡邉 純, 諏訪 雄亮, 諏訪 宏和, 小澤 真由美, 石部 敦士, 菅野 伸洋, 佐藤 勉, 國崎 主税, 遠藤 格：大腸癌手術における
ICG蛍光法を用いた半定量的血流評価の有用性. 第30回日本消化器関連学会週間（ポスター発表）（ハイブリッド開催）, 福岡, 2022,
10.

188. 遠藤 格：肝門部胆管癌に対する診断と治療戦略. 第58回日本胆道学会学術集会（司会）, 横浜, 2022, 10.
189. 松山 隆生：腹腔鏡手術2. 第58回日本胆道学会学術集会（座長）, 横浜, 2022, 10.
190. 藪下 泰宏, 松山 隆生, 遠藤 格：当教室における遠位胆管癌に対する術後補助療法の成績. 第58回日本胆道学会学術集会（パネル

ディスカッション）, 横浜, 2022, 10.
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191. 髙橋 智昭, 藪下 泰宏, 三宅 謙太郎, 澤田 雄, 本間 祐樹, 松山 隆生, 遠藤 格：遠隔転移を伴う切除不能胆道癌に対する長期化学療
法後Conversion surgery. 第58回日本胆道学会学術集会（一般演題）, 横浜, 2022, 10. 

192. 遠藤 格：膵・胆道がんの長期生存の要件. 第60回日本癌治療学会学術集会（司会）（ハイブリッド開催）, 神戸, 2022, 10. 
193. 國崎 主税：胃がんに対するConversion Therapyの適応と成績. 第60回日本癌治療学会学術集会（司会）（ハイブリッド開催）, 神

戸, 2022, 10. 
194. 武田 和永, 菊地 祐太郎, 澤田 雄, 本間 祐樹, 渡邉 純, 熊本 宜文, 菅野 伸洋, 佐藤 勉, 國崎 主税, 遠藤 格：大腸癌肝転移におけ

る切除境界症例に対する術前化学療法の有用性の検討. 第60回日本癌治療学会学術集会（オンコロジーフォーラム）（ハイブリッド
開催）, 神戸, 2022, 10. 

195. 成井 一隆：あなたならこの乳癌症例、どのように切除、再建しますか？ 第60回日本癌治療学会学術集会（ディスカッサント）（ハ
イブリッド開催）, 神戸, 2022, 10. 

196. 渡邉 純, 久保木 恭利, 寺澤 哲志, 川上 尚人, 横田 満, 中村 将人, 小髙 雅人, 沖 英次, 砂川 優, 石原 聡一郎, 谷口 浩也, 中島 貴
子, 森田 智視, 白尾 國昭, 吉野 孝之：TRUSTY試験における血管新生関連遺伝子とFTD/TPI+BEVの有効性の検討. 第60回日本
癌治療学会学術集会（アンコールセッション）（ハイブリッド開催）, 神戸, 2022, 10. 

197. 渡邉 純：腸がんに対する集学的治療2022～周術期から切除不能再発まで～. 第60回日本癌治療学会学術集会（学術セミナー）（ハ
イブリッド開催）, 神戸, 2022, 10. 

198. 渡邉 純：「腹腔鏡下手術とロボット支援手術の新時代」～Optimized in RAS 胃・膵・大腸の郭清と再建～. 第60回日本癌治療学会
学術集会（イブニングセミナー）（ハイブリッド開催）, 神戸, 2022, 10. 

199. 渡邉 純：大腸癌治療最近の話題～大腸癌に対する周術期治療に関して～. 第60回日本癌治療学会学術集会（教育セッション）（ハイ
ブリッド開催）, 神戸, 2022, 10. 

200. 渡邉 純：結腸体腔内吻合. 第60回日本癌治療学会学術集会（ハンズオンセミナー）（ハイブリッド開催）, 神戸, 2022, 10. 
201. 山本 晋也, 川島 圭, 藤原 淑恵, 足立 祥子, 成井 一隆, 笹本 真覇人, 押 正徳, 山田 顕光, 遠藤 格：エリブリン予後予測因子とし

てのPNIの有用性について. 第60回日本癌治療学会学術集会（ポスター発表）（ハイブリッド開催）, 神戸, 2022, 10. 
202. 諏訪 雄亮, 渡邉 純, 諏訪 宏和, 千田 圭悟, 中川 和也, 小澤 真由美, 沼田 正勝, 石部 敦士, 武田 和永, 佐藤 勉, 國崎 主税, 遠藤 

格：FOLFIRI+ラムシルマブ治療の蛋白尿の危険因子：進行再発大腸癌2次治療における検討. 第60回日本癌治療学会学術集会（ワー
クショップ）（ハイブリッド開催）, 神戸, 2022, 10. 

203. 土屋 伸広, 國崎 主税, 近藤 裕樹, 佐藤 渉, 佐藤 勉, 渡邉 純, 武田 和永, 小坂 隆司, 秋山 浩利, 遠藤 格：高齢者食道癌に対する
食道切除術の有用性について. 第60回日本癌治療学会学術集会（ポスター発表）（ハイブリッド開催）, 神戸, 2022, 10. 

204. 押 正徳, Maitai A, 山田 顕光, 笹本 真覇人, Hait N, 遠藤 格, 高部 和明：癌細胞におけるMiR-150の発現は腫瘍微小環境内の免疫
細胞を引き付け活性化させる. 第60回日本癌治療学会学術集会（一般演題）（ハイブリッド開催）, 神戸, 2022, 10. 

205. 押 正徳, 山田 顕光, 笹本 真覇人, 川島 圭, 田中 淑恵, 山本 晋也, 浜之上 はるか, 成井 一隆, 市川 靖史, 遠藤 格：HBOC診療に
伴う当院における乳癌治療戦略. 第60回日本癌治療学会学術集会（ポスター発表）（ハイブリッド開催）, 神戸, 2022, 10. 

206. 近藤 裕樹, 佐藤 渉, 國崎 主税, 松下 直彦, 小倉 巧也, 森田 順也, 笠原 康平, 前澤 幸男, 佐藤 勉, 田村 裕子, 小坂 隆司, 秋山 浩
利, 遠藤 格：pT3N0胃癌に対する予後規定因子ならびに術後補助化学療法の意義. 第60回日本癌治療学会学術集会（ポスター発表）
（ハイブリッド開催）, 神戸, 2022, 10. 

207. 木村 英明：潰瘍性大腸炎診療. 第77回日本大腸肛門病学会学術集会（座長）, 千葉, 2022, 10. 
208. 石部 敦士：結腸癌手術における体腔内吻合. 第77回日本大腸肛門病学会学術集会（座長）, 千葉, 2022, 10. 
209. 石部 敦士, 大矢 浩貴, 酒井 淳, 武井 将伍, 平井 公也, 千田 圭悟, 諏訪 雄亮, 諏訪 宏和, 渡邉 純, 遠藤 格：ロボット支援下右側

結腸癌手術における体腔内吻合の短期成績. 第77回日本大腸肛門病学会学術集会（ワークショップ）, 千葉, 2022, 10. 
210. 渡邉 純：脾弯曲部結腸癌②. 第77回日本大腸肛門病学会学術集会（座長）, 千葉, 2022, 10. 
211. 渡邉 純, 石部 敦士, 千田 圭悟, 諏訪 雄亮, 中川 和也, 小澤 真由美, 沼田 正勝, 武田 和永, 國崎 主税, 遠藤 格：ロボット支援下

直腸癌手術の短期成績の検討と結腸癌手術に対する導入. 第77回日本大腸肛門病学会学術集会（パネルディスカッション）, 千葉, 
2022, 10. 

212. 小澤 真由美, 石部 敦士, 酒井 淳, 大矢 浩貴, 武井 将伍, 平井 公也, 千田 圭悟, 諏訪 雄亮, 中川 和也, 諏訪 宏和, 渡邉 純, 遠藤 
格：CMEのための腹腔鏡下結腸右半切除に対する尾側アプローチによるリンパ節郭清手技の工夫. 第77回日本大腸肛門病学会学術集
会（要望演題）, 千葉, 2022, 10. 

213. 諏訪 雄亮, 渡邉 純, 千田 圭悟, 中川 和也, 小澤 真由美, 諏訪 宏和, 石部 敦士, 沼田 正勝, 武田 和永, 國崎 主税, 遠藤 格：腹腔
鏡下 SMA 左側アプローチによる脾弯曲部癌に対するリンパ節郭清. 第77回日本大腸肛門病学会学術集会（シンポジウム）, 千葉, 
2022, 10. 

214. 千田 圭悟, 渡邉 純, 諏訪 雄亮, 諏訪 宏和, 小澤 真由美, 中川 和也, 石部 敦士, 沼田 正勝, 渥美 陽介, 國崎 主税, 遠藤 格：局所
進行直腸癌に対する short course radiation 後の CAPOX を用いた total neoadjuvant therapy の安全性と有用性の検討. 第
77回日本大腸肛門病学会学術集会（要望・一般演題）, 千葉, 2022, 10. 

215. 鳥谷 建一郎, 木村 英明, 川島 淳, 布施 匡啓, 荒木 謙太郎, 後藤 晃紀, 渡邉 純, 石部 敦士, 遠藤 格：潰瘍性大腸炎における回腸
嚢肛門管吻合時の縫合不全が及ぼす中期的影響について. 第77回日本大腸肛門病学会学術集会（一般演題）, 千葉, 2022, 10. 

216. 小林 圭, 渡邉 純, 千田 圭悟, 諏訪 雄亮, 沼田 正勝, 中川 和也, 小澤 真由美, 石部 敦士, 國崎 主税, 遠藤 格：直腸癌手術におけ
る化学的前処置の有用性の検討. 第77回日本大腸肛門病学会学術集会（一般演題）, 千葉, 2022, 10. 

217. 大坊 侑, 渡邉 純, 千田 圭悟, 諏訪 雄亮, 中川 和也, 小澤 真由美, 諏訪 宏和, 沼田 正勝, 石部 敦士, 佐藤 勉, 武田 和永, 國崎 主
税, 遠藤 格：下部直腸癌に対する術前MRIによるmrCRMの評価とpCRMの相関についての検討. 第77回日本大腸肛門病学会学術集
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会（パネルディスカッション）, 千葉, 2022, 10. 
218. 遠藤 格：腹腔鏡下膵体尾部切除術. 第13回膵臓内視鏡外科研究会（司会）, 福岡, 2022, 11.
219. 三宅 謙太郎, 本間 祐樹, 岡野 茉由, 清水 亜希子, 油座 築, 阿部 有佳, 髙橋 智昭, 藪下 泰宏, 澤田 雄, 松山 隆生, 遠藤 格：膵尾

部癌に対する腹腔鏡下膵体尾部切除術. 第13回膵臓内視鏡外科研究会（ワークショップ）, 福岡, 2022, 11.
220. 遠藤 格：安全な手術のために～エナジーデバイスとステープラーの使用ポイント～. 第26回日本外科病理学会学術集会（座長）, 富

山, 2022, 11.
221. 八子 博貴, 三宅 謙太郎, 金 睿婉, 清水 亜希子, 油座 築, 阿部 有佳, 石山 貴博, 髙橋 智昭, 藪下 泰宏, 澤田 雄, 本間 祐樹, 松山

隆生, 藤井 誠志, 遠藤 格：Vp4門脈腫瘍栓を伴う肝内胆管癌の一切徐例. 第26回日本外科病理学会学術集会（シンポジウム）, 富山,
2022, 11.

222. 國崎 主税：胃切除後栄養指導の工夫. 第52回胃外科・術後障害研究会（司会）, 静岡, 2022, 11.
223. 土屋 伸広, 國崎 主税, 近藤 裕樹, 長澤 伸介, 佐藤 渉, 佐藤 勉, 武田 和永, 小坂 隆司, 秋山 浩利, 遠藤 格：高齢者胃癌に対する

胃切除術の短期・長期予後予測因子について. 第52回胃外科・術後障害研究会（要望演題）, 静岡, 2022, 11.
224. 近藤 裕樹, 佐藤 渉, 森田 順也, 笠原 康平, 前澤 幸男, 佐藤 勉, 小坂 隆司, 秋山 浩利, 國崎 主税, 遠藤 格：腹腔鏡下噴門側胃切

除術ダブルトラクト再建後の体重変化に術後合併症が及ぼす影響. 第52回胃外科・術後障害研究会（主題）, 静岡, 2022, 11.
225. 酒井 淳, 中川 和也, 石部 敦士, 舩津屋 拓人, 木下 颯花, 小澤 真由美, 小坂 隆司, 秋山 浩利, 遠藤 格：巨大胆石による胆石性腸

閉塞の一例. 第54回神奈川県消化器病医学会総会（一般演題）, 横浜, 2022, 11.
226. 遠藤 格：医工連携で考える未来の手術機器. 第84回日本臨床外科学会総会（司会）, 福岡, 2022, 11.
227. 國崎 主税：伝えておきたい“外科治療”. 第84回日本臨床外科学会総会（司会）, 福岡, 2022, 11.
228. 武田 和永, 菊地 祐太郎, 澤田 雄, 本間 祐樹, 沼田 正勝, 熊本 宜文, 渡邉 純, 佐藤 勉, 國崎 主税, 遠藤 格：大腸癌多発肝転移に

対する至適治療戦略-周術期化学療法の有効性についての検討. 第84回日本臨床外科学会総会（シンポジウム）, 福岡, 2022, 11.
229. 松山 隆生, 澤田 雄, 藪下 泰宏, 三宅 謙太郎, 髙橋 智昭, 本間 祐樹, 遠藤 格：腹腔鏡下胆嚢摘出時の胆道損傷、特にBismuth IV型

損傷に対する治療. 第84回日本臨床外科学会総会（パネルディスカッション）, 福岡, 2022, 11.
230. 石部 敦士, 渡邉 純, 酒井 淳, 大矢 浩貴, 後藤 晃紀, 千田 圭悟, 諏訪 雄亮, 中川 和也, 諏訪 宏和, 小澤 真由美, 樅山 将士, 小坂

隆司, 秋山 浩利, 遠藤 格：ロボット支援下直腸癌手術における若手の教育の現状. 第84回日本臨床外科学会総会（パネルディス
カッション）, 福岡, 2022, 11.

231. 渡邉 純：結腸癌に対する体腔内吻合の問題点と工夫. 第84回日本臨床外科学会総会（司会）, 福岡, 2022, 11.
232. 渡邉 純：外科医が目指す進行大腸癌に対する手術治療と一次治療. 第84回日本臨床外科学会総会（学術セミナー）, 福岡, 2022, 11.
233. 渡邉 純, 石部 敦士, 諏訪 雄亮, 大矢 浩貴, 千田 圭悟, 小澤 真由美, 中川 和也, 諏訪 宏和, 沼田 正勝, 佐藤 勉, 武田 和永, 國崎

主税, 遠藤 格：右側結腸癌に対するロボット支援下結腸右半切除術の手術手技. 第84回日本臨床外科学会総会（ワークショップ）,
福岡, 2022, 11.

234. 渡邉 純：大腸癌手術 手技やデバイスによってどう変えるか ～電気メスモードと設定のコツ～. 第84回日本臨床外科学会総会（学
術セミナー）, 福岡, 2022, 11.

235. 小澤 真由美, 石部 敦士, 酒井 淳, 大矢 浩貴, 千田 圭悟, 諏訪 雄亮, 中川 和也, 諏訪 宏和, 渡邉 純, 遠藤 格：肝弯曲部横行結腸
癌に対する完全尾側アプローチでの横行結腸間膜前葉の剥離先行D3郭清. 第84回日本臨床外科学会総会（シンポジウム）, 福岡,
2022, 11.

236. 藪下 泰宏, 松山 隆生, 髙橋 智昭, 三宅 謙太郎, 澤田 雄, 本間 祐樹, 熊本 宜文, 武田 和永, 遠藤 格：遠位胆管癌に対する術後補
助療法の意義. 第84回日本臨床外科学会総会（ワークショップ）, 福岡, 2022, 11.

237. 諏訪 雄亮, 渡邉 純, 大矢 浩貴, 千田 圭悟, 中川 和也, 小澤 真由美, 諏訪 宏和, 石部 敦士, 沼田 正勝, 熊本 宜文, 佐藤 勉, 武田
和永, 國崎 主税, 遠藤 格：下部直腸癌に対するロボット支援下TMEとtaTME：プロペンシティスコアマッチングを用いた検討. 第
84回日本臨床外科学会総会（パネルディスカッション）, 福岡, 2022, 11.

238. 押 正徳, 山田 顕光, 笹本 真覇人, 山本 晋也, 成井 一隆, 市川 靖史, 高部 和明, 遠藤 格：乳癌におけるGlycolysis signaling
（GS）の臨床的意義の検討. 第84回日本臨床外科学会総会（一般演題）, 福岡, 2022, 11.

239. 千田 圭悟, 渡邉 純, 諏訪 雄亮, 諏訪 宏和, 小澤 真由美, 中川 和也, 石部 敦士, 沼田 正勝, 佐藤 勉, 熊本 宜文, 武田 和永, 國崎
主税, 遠藤 格：局所進行直腸癌に対するShort course radiation後のCAPOXを用いたTotal neoadjuvant therapyの安全性と有
用性の検討. 第84回日本臨床外科学会総会（ワークショップ）, 福岡, 2022, 11.

240. 油座 築, 三宅 謙太郎, 松山 隆生, 阿部 有佳, 髙橋 智昭, 藪下 泰宏, 澤田 雄, 本間 祐樹, 遠藤 格：高齢肝門部領域胆管癌切除例
の治療成績. 第84回日本臨床外科学会総会（一般演題）, 福岡, 2022, 11.

241. 笹本 真覇人, 山田 顕光, 押 正徳, 石山 貴博, 山中 正二, 藤井 誠志, 遠藤 格：乳癌の甲状腺転移を認めた 1例. 第84回日本臨床外
科学会総会（一般演題）, 福岡, 2022, 11.

242. 川島 圭, 成井 一隆, 山本 晋也, 藤原 淑恵, 足立 祥子, 笹本 真覇人, 押 正徳, 山田 顕光, 田辺 美樹子, 石川 孝, 遠藤 格：センチ
ネルリンパ節に転移を伴うHR陽性HER2陰性乳癌における術後アベマシクリブの適応に関する検討. 第84回日本臨床外科学会総会
（一般演題）, 福岡, 2022, 11.

243. 國崎 主税：上部 再建. 第35回日本内視鏡外科学会総会（司会）, 愛知, 2022, 12.
244. 石部 敦士：下部悪性 体腔内吻合 1. 第35回日本内視鏡外科学会総会（司会）, 愛知, 2022, 12.
245. 石部 敦士, 渡邉 純, 酒井 淳, 大矢 浩貴, 鳥谷 建一郎, 千田 圭悟, 後藤 晃紀, 諏訪 雄亮, 中川 和也, 諏訪 宏和, 小澤 真由美, 樅

山 将士, 國崎 主税, 遠藤 格：ロボット支援下側方郭清術と腹腔鏡下手術の短期成績の検討. 第35回日本内視鏡外科学会総会（パネ
ルディスカッション）, 愛知, 2022, 12.
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246. 渡邉 純：Global Standard ～大腸外科領域における血流評価～. 第35回日本内視鏡外科学会総会（司会）, 愛知, 2022, 12.
247. 渡邉 純：Global Standard ～大腸外科領域における血流評価～. 第35回日本内視鏡外科学会総会（Educational Symposium）,

愛知, 2022, 12.
248. 渡邉 純：蛍光ガイド内視鏡外科手術の現状と課題. 第35回日本内視鏡外科学会総会（司会）, 愛知, 2022, 12.
249. 渡邉 純：Optimized in RAS for Gastric & Colon －領域横断に学ぶ郭清と再建－. 第35回日本内視鏡外科学会総会（司会兼演者）,

愛知, 2022, 12.
250. 渡邉 純：デバイスから考える縫合不全対策 ～Science of Tissue Management Vol.3～. 第35回日本内視鏡外科学会総会（Edu-

cational Lecture）, 愛知, 2022, 12.
251. 渡邉 純：術者として、指導者として考えるロボット結腸がん手術の導入 ～手術手技と実施体制～. 第35回日本内視鏡外科学会総会

（Evening Lecture）, 愛知, 2022, 12.
252. 渡邉 純, 千田 圭悟, 諏訪 雄亮, 中川 和也, 小澤 真由美, 石部 敦士, 大矢 浩貴, 鳥谷 建一郎, 後藤 晃紀, 沼田 正勝, 佐藤 勉, 諏

訪 宏和, 武田 和永, 國崎 主税, 遠藤 格：腹腔鏡下結腸切除術における体腔内吻合の短期成績. 第35回日本内視鏡外科学会総会
（パネルディスカッション）, 愛知, 2022, 12.

253. 渡邉 純, 石部 敦士, 諏訪 雄亮, 大矢 浩貴, 後藤 晃紀, 千田 圭悟, 小澤 真由美, 中川 和也, 諏訪 宏和, 沼田 正勝, 佐藤 勉, 武田
和永, 國崎 主税, 遠藤 格：右側結腸癌に対するロボット支援下結腸右半切除術の手術手技. 第35回日本内視鏡外科学会総会（ワー
クショップ）, 愛知, 2022, 12.

254. 小澤 真由美, 石部 敦士, 酒井 淳, 大矢 浩貴, 千田 圭悟, 諏訪 雄亮, 中川 和也, 諏訪 宏和, 渡邉 純, 遠藤 格：右側結腸癌に対す
る低侵襲手術のエビデンス. 第35回日本内視鏡外科学会総会（一般演題）, 愛知, 2022, 12.

255. 本間 祐樹, 藪下 泰宏, 髙橋 智昭, 油座 築, 清水 亜希子, 三宅 謙太郎, 遠藤 格：S7/8領域に対する腹腔鏡下系統的肝切除. 第35
回日本内視鏡外科学会総会（一般演題）, 愛知, 2022, 12.

256. 佐藤 渉, 國崎 主税, 松下 直彦, 小倉 巧也, 森田 順也, 近藤 裕樹, 笠原 康平, 前澤 幸男, 佐藤 勉, 渡邉 純, 武田 和永, 田村 裕子,
小坂 隆司, 秋山 浩利, 遠藤 格：残胃癌に対する腹腔鏡下残胃全摘術の短期成績. 第35回日本内視鏡外科学会総会（ミニオーラル）,
愛知, 2022, 12.

257. 諏訪 雄亮, 渡邉 純, 大矢 浩貴, 千田 圭悟, 中川 和也, 小澤 真由美, 諏訪 宏和, 石部 敦士, 沼田 正勝, 佐藤 勉, 武田 和永, 國崎
主税, 遠藤 格：下部直腸癌に対するロボット支援下TMEとtaTME：手術手技のポイントとプロペンシティスコアマッチングを用い
た短期成績の検討. 第35回日本内視鏡外科学会総会（ワークショップ）, 愛知, 2022, 12.

258. 三宅 謙太郎, 本間 祐樹, 清水 亜希子, 豊田 純哉, 山田 淳貴, 油座 築, 髙橋 智昭, 藪下 泰宏, 遠藤 格：当科における腹腔鏡下再
肝切除の工夫と短期成績. 第35回日本内視鏡外科学会総会（ミニオーラル）, 愛知, 2022, 12.
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